
- 16 - 
 

   社会福祉法人筑紫野市社会福祉協議会専門委員会設置規程 

 

 （目的） 

第１条 この規程は社会福祉法人筑紫野市社会福祉協議会（以下「社協」という。）

定款３３条の規定により設置し、定款第１条の事業目的を能率的に推進するこ

とにより地域社会の福祉増進を図ることを目的とする。 

 （委員会の機能） 

第２条 委員会は社協会長（以下「会長」という。）の諮問に応じ、定款第２条に

定める事業に関する福祉課題について調査、研究し会長に答申する。 

 （委員会の区分） 

第３条 委員会の区分は、総務委員会、事業福祉委員会とする。 

 （組織） 

第４条 委員会は社協の会長を除く１１名以内の理事で組織し、その委嘱は会 

長が行う。  

 （委員の任期） 

第５条 委員の任期は選任後２年以内に終了する会計年度のうち最終のものに関

する定時評議員会の終結の時までとする。ただし再任を妨げない。 

２ 委員に欠員が生じた場合、補充委員の任期は前任者の残任期間とする。 

 （委員長及び副委員長） 

第６条 委員会に委員長及び副委員長各１名を置く。 

２ 委員長及び副委員長は委員において互選する。 

３ 委員長は委員会の会務を総理し、委員会を代表する。 

４ 副委員長は委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代理す

る。 

 （会議） 

第７条 委員会の会議は、委員長が招集し、会議の議長となる。 

２ 委員会は委員の過半数の出席がなければ会議を開くことができない。 

３ 委員会の議事は出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは議長の 

決するところによる。 

（委員会の連携） 

第８条 委員長は、常に他の委員会との連携を保ち、関連事項については、必要

に応じて合同委員会を開くことができる。 

 （庶務） 

第９条 委員会の庶務は社協事務局において行う。 

 （委任） 

第１０条 この規程の施行に関し必要な事項は、会長が別に定める。 
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   附 則 

 この規程は、平成９年９月１日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、平成１４年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、平成２０年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、平成２９年８月２８日から施行し、平成２９年４月１日から適用

する。 


